
４つのＣ：「Challenge」(挑戦) 「Collaboration」（協働） 「Critical Thinking」（批判的思考） 「Communication」（対話） 

 

 

 

オロカ者の定義 

 

 

 

 

 

 

 

 

上の言葉は、数学者の秋山仁さんが、ある講演会で話をされた「オロカ者の定義」の一部です。 

秋山さんは、1946年東京生まれ。東京理科大学理学部を卒業後、上智大学大学院を修了。その後、

ミシガン大学客員研究員、東京理科大学教授、東海大学教授などを歴任。駿台予備校の数学講師や

NHK高校講座の講師も務め、多くの著書を執筆するなど多方面で活躍しておられます。 

この時の講演会は、受験生向けの講演だったようですが、みなさんの日々の学習や部活動におい

ても参考になることが多いのではないでしょうか。もっと言えば、我々が生きていく上で必要なこ

とが盛り込まれていると思います。オロカ者にならないためには、厳しく自己を律する、言い訳をし

ない、易きに流されず努力を惜しまないなど、上に書かれたことの逆を意識すればいいのです。 

 

【県総体近づく】 

バレーボール…6/1～3（松江市総合体育館）、ソフトテニス…6/1～3（松江市営庭球場）、 

ソフトボール…6/2～3（浜山公園野球場）、 ハンドボール…6/2～4（大田市総合体育館）、 

サッカー…5/26～28（西部 FC県立サッカー場ほか）、6/1～3（浜山公園陸上競技場ほか）、 

剣道…6/2～3（カミアリーナ）、空手…6/1～3（松江南高校） 

 

この時期、石見地区高校美術コンクール（江津）、生活科学部発表会（出雲）、西部地区吹奏楽祭（川本）

なども開催されます。また、6/17～18には水球中国五県対抗戦が江津で、空手中国大会が米子で開催

されます。各部、各選手それぞれの活躍を応援しています。 
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１．自堕落な自分に気づかない人間、意志薄弱な自分に対して不満を感じなくなった人間 

 を、オロカ者という。 

２．汗と涙の価値を知らぬまま、いい結果が得られたと、有頂天になっている人間を、オ 

ロカ者という。 

３．自分の思い通りにならないのは他人のせいだと考え、厳しく自己を律することを忘れ 

た人間を、オロカ者という。 

４．いつまでも生活の姿勢を変えようとせず、「自分には適性がない」、「やってもムダ」 

などと言い訳をする人間を、オロカ者という。 

５．困難や苦労に立ち向かおうとせず、楽に生きることのみに心をかたむける人間を、オ 

ロカ者という。 

６．順境ならば実力を発揮できるのに、逆境に立たされると萎縮してしまう人間を、オロ 

カ者という。 

７．易きに流され、目先のことしか考えず、歯を喰いしばって努力をすることを嫌う人間 

を、オロカ者という。 


